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最
後
の
当
主
・
高
基
が
最
上
義
光
と

の
戦
い
に
敗
れ
、
自
害
す
る
。
寒
河
江

大
江
氏
が
滅
亡
。

天
正
12
（
１
５
８
４
）
年

家
臣
・
郷
目
右
京
進
貞
繁
が
慈
恩
寺

に
絵
馬
を
奉
納
す
る
。

永
禄
元
（
１
５
５
８
）
年

領
内
の
刀
工
・
月
山
が
短
刀
を
作
る
。

天
文
10
（
１
５
４
１
）
年

当
主
ご
と
に
菩
提
寺
（
ぼ
だ
い
じ
）

が
建
て
ら
れ
、
弔
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

室
町
時
代

各
地
に
城
や
楯
を
築
く
。
８
代
・
時

氏
が
寒
河
江
城
を
三
の
丸
ま
で
拡
張
。

三
の
丸
の
堀
に
二
ノ
堰
の
水
を
引
く
。

南
北
朝
時
代

慈
恩
寺
本
堂
な
ど
が
焼
失
す
る
。
こ

の
復
興
に
５
代
・
元
顕
が
協
力
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

永
仁
４
（
１
２
９
６
）
年

５
代
・
元
顕
が
寒
河
江
に
移
り
住
む
。

直
接
統
治
の
始
ま
り
。

鎌
倉
時
代
後
期

広
元
の
長
男
・
親
広
が
承
久
の
乱
に

敗
れ
る
。

承
久
３
（
１
２
２
１
）
年

大
江
広
元
が
寒
河
江
荘
の
地
頭
に
な

っ
た
と
い
う
。

文
治
５
（
１
１
８
９
）
年

寒
河
江
大
江
氏
関
連
年
表

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の

13
人
」
に
、
中
世
に
寒
河
江
を
治
め
た

大
江
氏
の
祖
・
大
江
広
元
が
登
場
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
大
江
氏
と
寒

河
江
の
歴
史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
本
特
集
で
は
、
寒
河
江
を
治
め
た
初

代
・
親
広
か
ら
18
代
・
高
基
ま
で
の
大

江
氏
を
「
寒
河
江
大
江
氏
」
と
し
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
市
生
涯
学
習
課
歴
史
文
化

係
☎(

８
６)

８
２
３
１
へ
。

　
大
江
広
元
は
京
出
身
の
公
家
で
、
鎌

倉
幕
府
初
代
将
軍
の
源
頼
朝
に
仕
え
た

人
で
す
。
幕
府
の
財
政
な
ど
を
担
当
す

る
政
所
の
別
当
（
長
官
の
こ
と
）
を
務

め
ま
し
た
。
広
元
の
鎌
倉
幕
府
内
で
の

功
績
は
大
き
く
、
幕
府
の
基
礎
を
固
め

た
人
物
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

守
護
と
地
頭
の
設
置
を
提
案

　
文
治
元
（
１
１
８
５
）
年
に
行
わ
れ

た
守
護
と
地
頭
の
設
置
。
鎌
倉
幕
府
の

基
礎
を
つ
く
っ
た
と
さ
れ
る
出
来
事
で

す
が
、
こ
の
設
置
を
提
案
し
た
の
が
広

元
で
し
た
。

　
広
元
自
身
も
、
文
治
５
年
に
寒
河
江

荘
の
地
頭
に
任
命
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

大
江
氏
と
寒
河
江
の
関
わ
り
は
、
こ
こ

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

承
久
の
乱
の
幕
府
勝
利
に
貢
献

　
承
久
３
（
１
２
２
１
）
年
、
後
鳥
羽

上
皇
と
鎌
倉
幕
府
が
争
う
「
承
久
の
乱｣

が
起
こ
り
ま
す
。
広
元
は
幕
府
軍
が
京

に
攻
め
入
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
、
幕

府
軍
の
勝
利
に
結
び
つ
け
ま
し
た
。

　
広
元
が
地
頭
に
な
っ
て
か
ら
は
、
大

江
氏
の
近
親
者
が
寒
河
江
を
治
め
た
と

い
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
後
期
、
５
代
・

元
顕
か
ら
は
、
寒
河
江
に
移
り
住
ん
で

直
接
治
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
８
代
・

時
氏
が
寒
河
江
城
を
本
拠
と
し
、
寒
河

江
氏
を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
天
正
12
（
１
５
８
４
）
年
、
最
後
の

当
主
・
高
基
が
山
形
城
主
・
最
上
義
光

に
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
、
大
江
氏
は
約
４

０
０
年
、
寒
河
江
を
治
め
た
の
で
し
た
。

　
寒
河
江
大
江
氏
の
功
績
は
、
大
き
く

４
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
の

寒
河
江
市
の
基
礎
は
、
寒
河
江
大
江
氏

に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
と
い
え
ま
す
。

①�

城
・
楯
を
構
築
し
、
市
の
中
心
部
を

形
成

②�

用
水
堰
を
整
備
し
、
農
業
や
産
業
を

振
興

③
多
く
の
寺
社
を
建
立
・
保
護

④�

画
家
や
刀
工
を
保
護
・
輩
出
し
、
芸

術
文
化
へ
貢
献

　
昭
和
15
年
、
寒
河
江
城
跡
の
一
角
（
現

在
の
寒
河
江
小
学
校
校
舎
の
西
）
に
石

碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
石
碑
に
は
、

大
江
氏
が
18
代
ま
で
寒
河
江
を
治
め
た

こ
と
、
寒
河
江
大
江
氏
滅
亡
後
３
５
０

年
余
り
が
経
ち
、
城
跡
が
無
く
な
る
こ

と
を
憂
い
て
石
碑
を
建
て
た
こ
と
等
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
42
年
に
開
庁
し
た
市
役
所
庁
舎

に
は
、
大
江
氏
の
家
紋
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
家
紋
は
設
計
図
に
も
描
か
れ
、

当
初
か
ら
組
み
込
む
意
図
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
昭
和
63
年
に
は
、
広
元
が
寒
河
江
荘

の
地
頭
に
な
っ
て
か
ら
８
０
０
年
が
経

つ
こ
と
を
記
念
し
て
、「
大
江
公
入
部
八

百
年
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
が
あ
り
、
武
者
行
列
は
平
成

12
年
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
長
岡
山

に
は
、
こ
の
事
業
を
記
念
す
る
石
碑
が

建
っ
て
い
ま
す
。

４
０
０
年
に
わ
た
る
治
世

寒
河
江
大
江
氏
の

４
つ
の
功
績

現
代
ま
で
続
く

大
江
氏
と
の
関
係

　寒河江大江氏は用水堰を整備することで、農業
振興を図りました。二ノ堰は寒河江大江氏によっ
て整備され、寒河江川から取水し、寒河江城三の
丸の堀水としても使われました。後に、二ノ堰の
水は染め物を作る際にも活躍するなど、産業振興
にとっても、非常に重要な役割を持っていました。
今では、一部が親水公園として親しまれています。

　慈恩寺の本堂に掲げてある２枚の馬の絵
馬は、寒河江大江氏の家臣・郷目右京進貞
繁によって描かれたものです。貞繁の絵に
は国重要文化財に指定されているものもあ
り、非常に高く評価されています。
　このような文化も寒河江大江氏が保護し
ていました。

二ノ堰郷目右京進貞繁筆絵馬

寒河江を形作った大江氏

　寒河江大江氏の本拠地で、８代・時氏の頃に三
の丸まで拡張したといいます。今でも寒河江小学
校付近では、道や堀跡に城の姿を感じられます。
　寒河江城を中心に町場ができ、江戸時代初頭に
廃城となった後でも、１万石を超える町場が形成
されていました。この基礎は、寒河江大江氏の時
代に作られたと考えられています。

寒河江城跡
　鎌倉時代後期に５代・元顕が寒河江を直接治め
はじめたころ、火災に遭った慈恩寺本堂の復興に
協力したと考えられています。
　寒河江大江氏は当主などが亡くなるごとに寺院
を建てて弔ったため、今でも市内には多くの寺院
があります。こうした寺には大江氏と同じ一文字
三ツ星の家紋が掲げられています。

慈恩寺

市内には、寒河江大江氏にゆかりのある場所や文化財が数多くあります。
その中でも代表的なものを、寒河江大江氏の功績に合わせて紹介します。

寒河江大江氏にゆかりのある場所

鎌
倉
幕
府
に
貢
献

寒
河
江
大
江
氏
の
祖
・
広
元

大江公入部八百年記念碑
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市
で
は
、
大
江
氏
と
寒
河
江
の
関
係

を
楽
し
く
学
べ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

大
江
氏
マ
ッ
プ

　
市
内
各
地
区
に
点
在
す
る
寒
河
江
大

江
氏
と
関
わ
り
の
あ
る
城
跡
や
寺
社
等

を
ま
と
め
て
地
図
に
し
ま
し
た
。
文
化

セ
ン
タ
ー
や
慈
恩
寺
テ
ラ
ス
等
で
配
布

大
江
氏
を
も
っ
と
知
ろ
う

市
内
の
取
り
組
み

し
て
い
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
図
上
か
ら

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
13
カ
所
に
は
説
明

看
板
も
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
江

氏
マ
ッ
プ
を

片
手
に
、
市

内
に
残
る
ゆ

か
り
の
地
を

歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

の
ぼ
り
旗
等

　
寒
河
江
駅
か
ら
本
町
通
り
ま
で
の
道

路
沿
い
に
、
大
江
広
元
ゆ
か
り
の
地
で

あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
フ
ラ
ッ
グ
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
寒
河
江
大
江
氏
に
関
連

す
る
旧
跡
に
は
の
ぼ
り
旗
を
立
て
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
も
共
通
の
デ
ザ
イ
ン
で
、

赤
と
オ
レ
ン
ジ
の
色
調
が
街
の
中
で
一

層
際
立
ち
、
市
内
全
体
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　
他
に
も
、
市
役
所
や
文
化
セ
ン
タ
ー

等
に
は
、
横
断
幕
や
懸
垂
幕
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

「
大
江
公
物
語
」
改
訂
版

　
昭
和
63
年
に
、
市
を
あ

げ
て
行
わ
れ
た
「
大
江
公

入
部
八
百
祭
」
で
は
、
寒

河
江
に
伝
わ
る
大
江
氏
４

０
０
年
の
治
世
を
分
か
り

や
す
く
ま
と
め
た
「
大
江

公
物
語
」
が
制
作
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
度
に
は
、
挿

絵
を
現
代
風
に
し
た
改
訂

版
を
作
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
改
訂
版
は

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
て
映
像
化
も
し

て
い
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　市内の小学校では、大江氏を通して、市の歴史を学習していま
す。学んだことを生かして、大江氏と寒河江の歴史を、多くの人
に知ってもらうための活動を行っています。ここでは昨年度の取
り組みを紹介します。

市内小学校の取り組み

寒河江小学校の学芸会で令和版「大江公物語」を上演
　寒河江小学校の６年生が、寒小祭で「大江公物語」をもとに寒
河江大江氏の歴史を演じました。

　ＮＨＫの大河ドラマ「鎌倉殿の13人」で寒河江大江氏の祖・大江広元を演
じている俳優・栗原英雄さんをお招きし、大河ドラマにまつわる撮影秘話等
をお話いただきます。
●日時／９月18日㈰午後１時45分～（開場・午後１時～）
●会場／市民文化会館　　
●�出演／俳優・栗原英雄、歴史タレント・堀口茉純（ＮＨＫラジオ第１「Ｄ
Ｊ日本史」出演)、ＮＨＫ山形放送局アナウンサー・羽隅将一

●�申込方法／８月25日㈭の午後11時59分まで、ＮＨＫ山形放送局ホームペー
ジから、必要事項を入力の上、申し込みください。応募は１人１件まで、

　１歳以上のお子さんから申し込みが必要です。
●�入場整理券の発送／応募多数の場合は抽選とし、当選した方には入場整理
券を９月１日㈭頃に発送します。座席番号は入場整理券に記載します。落
選した方には、９月２日㈮の午後にメールで通知します。

●問合せ／午前９時30分～午後６時にＮＨＫ山形放送局☎023-625-9510へ。

スペシャルトークショー

大江広元役

栗原英雄さん出演！

　昭和54年に放送され、大江広元も登場した大河ドラマ「草燃える」。
このドラマで歴史に関心を持ったタレントの松村邦洋さんをゲストに
お招きし、大河ドラマ「鎌倉殿の13人」に登場している大江広元や鎌
倉時代について熱く楽しく語っていただきます。
●日時／９月24日㈯午後２時～４時（開場・午後１時15分～）
●会場／市民文化会館
●出演／タレント・松村邦洋、他
●�申込方法／[電子申請］８月25日㈭の午後11時59分まで、下の２次元
コードを読み取って申し込みください。市ホームページからも、申
請フォームにアクセスできます。[窓口申請］８月25日㈭の午後５時
まで、市文化センター窓口の応募箱に投かんください。申込用紙は
窓口に設置されています。

●入場整理券の発送／応募多数の場合は抽選とし、
　�当選の方には入場整理券を兼ねたハガキを、落
選の方には落選通知のハガキを９月上旬に発送
します。

●問合せ／市生涯学習課歴史文化係☎86-8231へ。

大江公シンポジウム
～大江広元と鎌倉時代～

▼やまがたｅ申請

９月18日開催

９月24日開催

タレント

松村邦洋さん出演！

高松小学校で大江氏のリーフレットを作成
　高松小学校の６年生が、大江氏に
ついて手書きでまとめたリーフレッ
トを作成しました。例年行っている
総合学習で作ったお米の販売に併せ
て配りました。
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

　令和４年３月に策定した「寒河江市学校施設整備計画」の地
域説明会を、各小学校を会場に開催しました。244名の方が参加
し、多くのご意見等をいただきました。説明会の資料、質疑応
答の内容は、市ホームページで公開しています。ご意見やご要
望については、より良い学校施設整備計画となるよう検討して
いきたいと考えており、今後も説明会を開催する予定です。
●問合せ／市学校教育課学校再編整備室☎85-1497へ。

学校施設整備ロードマップ

◆計画の策定について
・�もっと保護者や地域の意見を聞いてから計画を作
るべきである。

・市民への周知が不足している。
・説明会での意見や要望を計画に反映させてほしい。
・保護者向けの説明会も開催してほしい。
・施設より、どんな教育を行うのかが大事。
◆地域について
・子どもの姿が見えなくなるのはさみしい。
・地域活性化についてはどう考えているのか。
・地域に学校を残してほしい。
・�小学校がなくなるとますます人口が減り地域がす
たれてしまう。

・�地域にこだわるよりも、どうすればより良く子ど
もを育てられるか考えるべきである。

・�統合後は地域と学校を結ぶ地域コーディネーター
の複数配置を検討してほしい。

・避難所はどうなるのか。

◆小学校統合について
・通学、放課後児童クラブはどうなるのか。
・統合後の小学校はどうするのか。
・地域の特色ある教育はどうなるのか。
・２段階で統合する必要があるのか。
・�小学校でも中学校でも統合を経験する子ども
の負担が大きい。

◆中学校統合について
・中学校はどこに建設予定なのか。
・１千人規模の中学校は不安である。
・いじめが心配である。
・施設などが老朽化しているのは心配である。
・これからの部活動はどうなるのか。
・建設費用など予算はどれくらいかかるのか。
・�１校では規模が大きすぎて、目が届きにくく
なるため、中学校は２校にすべきである。

・�スクールバスを使った登下校や特に冬季間の
送迎等が心配である。

説明会で寄せられたご意見等

寒河江市の子どもたちのために「学校施設整備計画」

寒河江中部
小学校

寒河江小学校

南部小学校

柴橋小学校

西根小学校

三泉小学校

高松小学校

醍醐小学校

白岩小学校

陵南中学校

陵東中学校

陵西中学校

2022

令和
４

2023

令和
5

2024

令和
6

2025

令和
7

2026

令和
8

2027

令和
9

2028

令和
10

2029

令和
11

2030

令和
12

2031

令和
13

2032

令和
14

2033

令和
15

2034

令和
16

2035

令和
17

2036

令和
18

2037

令和
19

2038

令和
20

2039

令和
21

2040

令和
22

2041

令和
23

用
地
選
定

測
量
設
計

用地買収
｠

用地造成
建　設 新校舎を建設し統合（建設予定地は検討中）

陵東中学校跡地に新校舎を
建設し統合

統合（西根小学校校舎
を活用）新小学校①

統合（醍醐小学校校舎
を活用）新小学校②

建　設
測量
設計
解体

新校舎を建設し統合することを検討

新校舎を建設し統合することを検討　※

※：児童数の動態や社会情勢の変化により、寒河江小学校を陵東中学校跡地の新校舎への統合、南部小学校を寒河江中部小学校と
柴橋小学校の統合校へ統合することも検討していく。

年度

施設

子育て知っ得情報
その15 幼い子どもたちは熱中症に注意

　マスク生活が始まって、無意識に口呼吸になって
いると感じることはありませんか。マスクをしてい
なかった時は、口を開いて行動していなかったのに、
マスク生活になってからは口が開いたままの方も多
いのではないでしょうか。鼻呼吸の場合は唾液が口
腔（くう）細菌の増殖を抑えていますが、口呼吸に
なると口の中が乾燥して口腔細菌が増殖し、口臭の
原因となります。
　他にも、虫歯が口臭の原因になることがあります。
歯の汚れによる歯肉炎や歯石などに起因する歯周病、
舌の汚れなども口臭の原因となります。義歯の方は、
義歯の汚れやバネをかけている歯の汚れも原因とな
ります。これらの原因を、かかりつけの歯医者さん
で見てもらってはいかがでしょうか。憂うつなマス
ク生活ですが、口腔環境の改善を図って快適な毎日
を過ごしましょう。
●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

＝マスク生活と口臭の原因＝
　コロナ生活も３年目になります。す
っかりマスクが生活の一部になってい
ますが、生活の中で自分の口臭が気に
なったことがありませんか。今回は、
これらの原因について考えます。 

歯っ！とする歯のおはなし�

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」

夏は、天気が良くて気持
ちが良いけれど、子ども
たちの熱中症が心配ね。

熱中症を予防するには、
どんなことに注意すれば
良いのかなぁ。

寒河江で
活躍する

ＡＬＴを紹介
　みなさん、はじめまして。私は、スカタグッド・サミュエル・ジェイです。
年齢は26歳で、出身はイギリスのスタッフォードシャー州です。ウォルヴァー
ハンプトンとバーミンガムという都市の近くにあるルージリーという小さな町
から来ました。ルージリーには、「キャノックチェイス」という特別自然美観地

域に指定されたところがあって、とても美しいです。
　趣味は、10歳から始めたギターです。｢レッド・ツェッペリン」
というロックバンドの曲を弾くことが好きです。サッカーも好
きで、モンテディオ山形の応援に行ってみたいです。出かける
ことも好きで、おいしい食べ物を食べたり、新しい発見をした
りして、楽しんでいます。皆さん、友達になりましょう！

スカタグッド・サミュエル・ジェイ 
(陵西中学校で英語指導、イギリス　スタッフォードシャー州出身・26歳）
行ったことのない場所に行くのが大好きで、たくさん出かけたいです。

ＡＬＴ(外国語指導助手)通信

　猛暑が続く夏、幼い子どもたちは体調を崩しやす
くなります。夏は熱中症などの危険性があり、適切
な対処法など、正しい知識をもつことが大事です。
熱中症は高温多湿の環境に長くいることで生じやす
く、環境熱の影響を受けやすい乳幼児は特に注意が
必要です。
　予防としては、水分・塩分を小まめに取ることが
重要です。その他にも帽子をかぶる、白い服や通気
性がよい服で熱がこもらないようにする、炎天下に
長時間いないようにする、適度にエアコンを使用す
るなどの対策があります。昨今、車内に閉じ込めら
れて熱中症になる乳幼児が、メディアに取り上げら
れることが増えています。短時間であっても、子ど
もを車内に置いて大人だけ車外に出ることは絶対に
避けましょう。
●問合せ／市子育て推進課すくすく健康係
　☎85-0916へ。
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さがえニュース



「さがえフォトスタジオ」は寒河江のイベントの様子や
　　　　　　　新鮮な情報を皆さんに写真でお伝えするコーナーです。 さがえフォトスタジオ

Ｓ Ａ Ｇ Ａ Ｅ 　 　 　 　 Ｐ Ｈ Ｏ Ｔ Ｏ 　 Ｓ Ｔ Ｕ Ｄ Ｉ Ｏ

さくらんぼの都市さがえ全国俳句大会

　６月26日、ハートフルセンターで、俳句大会の表彰式
と俳人・髙柳克弘氏による記念講演が行われました。

ノスタルジックカー・ミーティング

　６月５日、最上川ふるさと総合公園で、53台の懐かし
い車が集合し、３年ぶりの展示が行われました。

山形県母子寡婦福祉大会

　７月３日、ハートフルセンターで、県母子寡婦福祉大
会が開催されました。

ふれあい・市民一斉クリーン作戦

　６月５日の早朝、市内の各所で一斉に、身近な場所を
きれいにするクリーン作戦が行われました。

サクランボ収穫大学生ボランティア

　６月12日・13日の２日間、東北大学大学院の学生６人
が、市内のサクランボ園地で収穫を手伝いました。

紅秀峰のPRキャンペーン

　６月24日～26日、東京の大田市場や日本橋三越で、紅
秀峰のＰＲキャンペーンを行いました。

さがえトライアスロンフェスティバル

　７月10日、グリバーさがえで、トライアスロンの大会
が開催されました。

寒河江吹奏楽団定期演奏会

　６月26日、市民文化会館で、寒河江吹奏楽団が「Ａ列
車で行こう」など７曲を演奏しました。

寒河江さくらんぼウォ―ク2022

　６月26日､清々しい晴天のなか、約700人の参加者が慈恩寺周辺の豊か
な自然や歴史を感じられるコースを歩きました。
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生 涯 学 習 の ま ど
 

チ
ェ
リ
ー
ズ
は
「
人
と
つ
な
が

る
喜
び
を
通
し
て
、
さ
ら
に
す
て

き
な
街
に
！
」
を
合
言
葉
に
活
動

し
て
い
る
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
で
す
。
現
在
、
一
緒

に
活
動
を
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
イ
ベ
ン
ト
の
お

手
伝
い
や
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
、

学
童
ク
ラ
ブ
や
保
育
施
設
で
子
ど

も
た
ち
と
交
流
す
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が

あ
る
、
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
遊

び
た
い
な
ど
興
味
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
中
学

生
も
大
歓
迎
で
す
。
２
次
元
コ
ー

ド
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎(

８
６)

５
１
１
１
へ
。

�
寒河江市美術館

写真家・長谷部康寛「ぼく色」

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
『
改
訂 

寒
河
江
市
の
石
造
文
化

財
』
の
な
か
に
「
南
山
道
人
書
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
石
塔
が
あ
る
。

　
本
町
正
覚
寺
門
前
、
本
町
熊
野

秋
葉
両
所
神
社
、
木
の
沢
羽
黒
神

社
に
あ
る
「
湯
殿
山
」
の
石
塔
。

白
岩
麓
神
明
神
社
に
あ
る
「
秋
葉

山
」
の
石
塔
。
こ
れ
ら
は
、
４
基

と
も
江
戸
時
代
後
期
に
建
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　
「
南
山
道
人
」
と
は
、「
南
山
古

梁
（
な
ん
ざ
ん
こ
り
ょ
う
）」
と
称

し
た
臨
済
宗
の
僧
で
あ
る
。
宝
暦

６
（
１
７
５
６
）
年
相
模
国
に
生

ま
れ
、
江
戸
高
輪
の
東
禅
寺
で
修

行
中
、
仙
台
藩
第
７
代
藩
主
伊
達

重
村
に
見
い
だ
さ
れ
た
。
そ
の
後

寛
政
５
（
１
７
９
３
）
年
、
伊
達

家
３
代
の
菩
提
寺
、
仙
台
瑞
鳳
寺

の
14
世
住
職
に
迎
え
ら
れ
た
。

　
仏
典
や
漢
籍
を
修
め
、
詩
文
書

画
い
ず
れ
に
も
優
れ
、
伊
達
家
の

政
治
顧
問
格
だ
っ
た
と
い
う
。

　
南
山
は
、
文
政
初
年
、
湯
殿
山

参
詣
の
途
中
寒
河
江
を
通
り
、

「
湯
殿
山
」
の
三
文
字
を
揮
毫
（
き

ご
う
）
し
た
。
こ
れ
を
刻
石
し
た

の
が
正
覚
寺
の
「
湯
殿
山
」
で
あ

る
。
2
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
き

な
碑
は
「
楯
南
村
中
安
全
」
と
あ

り
、
も
と
は
南
町
角
に
あ
っ
た
。

　
麓
の
「
秋
葉
山
」
が
興
味
深
い
。

異
体
字
で
、「
秋
」
の
字
の
偏
と
旁

（
つ
く
り
）
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
大
蔵
村
肘
折
の
「
秋
葉

山
」
碑
と
同
じ
筆
跡
で
あ
る
。
肘

折
で
は
当
時
の
村
の
名
前
（
南
山

村
）
と
同
じ
名
の
南
山
に
、
火
伏

せ
の
「
秋
葉
山
」
の
揮
毫
を
頼
ん

だ
と
い
う
。
秋
の
字
の
訳
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
南
山
は
「
秋
は
紅
葉
、

紅
葉
は
赤
く
大
火
を
連
想
し
て
し

ま
う
か
ら
逆
に
書
い
た
」
と
答
え

た
と
い
う
。

　
麓
の
「
秋
葉
山
」
は
、
湯
治
に

行
っ
た
白
岩
の
人
が
、
大
火
の
多

い
白
岩
に
も
こ
の
碑
を
建
て
た
い

と
思
っ
て
、
肘
折
の
人
た
ち
に
頼

ん
で
許
可
を
も
ら
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。　
　
　

　
日
和
田
の
「
池
田
府
君
仁
政
之

碑
」
を
書
い
た
岡
村
（
現
中
山
町

岡
）
の
書
家
柏
倉
南
邱
（
な
ん
き

ゅ
う
）
は
、
南
山
の
弟
子
で
あ
っ

た
。
南
山
の
も
と
で
漢
学
と
書
法

を
学
び
、
師
の
名
の
一
字
を
許
さ

れ
た
。
南
山
が
湯
殿
山
参
詣
に
訪

れ
た
の
も
南
邱
と
の
縁
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　
南
山
道
人
書
の
石
塔
は
寒
河
江

の
ほ
か
山
形
市
・
白
鷹
町
な
ど
に

に
も
残
っ
て
い
る
。

「
南
山
道
人
書
」
の
石
塔

　若手作家の企画展として、県内在
住の写真家・長谷部康寛氏による個
展「ぼく色」を開催します。
　自然豊かな場所で育った感性を生
かし、日常の風景や自然の写真をデ
ジタル加工した幻想的な作品を制作
しています。
　不思議な世界へ引き込まれるよう
な作品の数々を、ぜひご覧ください。

●日時／8月11日㈭～29日㈪午前10時～午後7時
●休館日／8月17日㈬、24日㈬
●その他／8月20日㈯～23日㈫は、作家が在廊します。
●問合せ／市文化センター☎86-5111へ。

Sagae Library
さがえライブラリー

今月の1冊

図書館へ行こう！

いっちゃん会　　　　８／２０㈯午後２時～２時３０分
ムーミンママクラブ　８／２８㈰午前１１時～１１時４０分
図書館ボランティアチェリー
　　　　　　　　毎週火曜日の午前１０時～１１時３０分

おはなし室

図書館夏まつり関連展示　　　　　　８／２１㈰まで
共立社寒河江生協・原爆パネル展　　８／２３㈫から

展示ホール

ブックテーマコーナー
冒険　　　　　　　　　　　　　　　８／２１㈰まで
いま、備える～防災の日～　　　　　８／２３㈫から

　
全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
作
品

の
中
か
ら
、
入
選
者
が
決
定
し
ま

し
た
。
市
民
の
方
の
み
、
お
名
前

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の

入
選
者
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
入
選
句

集
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
小
学
生
の
部
》

▽
特
選
／
大
沼
優
樹
（
南
部)

、
鈴

木
莉
久
（
西
根)

、
武
田
胡
桃(

南
部
）

▽
秀
逸
／
武
田
栞
渚
（
南
部)

、
武

田
桜
輝
（
南
部)

、
村
山
陽
愛(

寒

河
江
中
部)

、
佐
藤
克
哉
（
三
泉
）

▽
奨
励
賞
／
南
部
小

《
中
学
生
の
部
》

▽
特
選
／
阿
部
美
波
音
（
陵
東)

、

髙
子
結
衣
（
陵
西)

、
小
林
歩
睦(

陵
南
）

　
11
月
1
日
(火)
～
10
日
(木)
に
市
総

合
文
化
祭
展
示
部
門
が
、
文
化
セ

ン
タ
ー
と
市
美
術
館
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
一
般

の
方
が
自
由
に
作
品
を
展
示
で
き

る
自
由
作
品
展
が
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご

自
身
の
手
で
製
作
さ
れ
た
作
品
を

展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
作
品
の

種
類
は
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
た

だ
し
、
会
場
の
関
係
で
展
示
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

８
月
20
日
(土)

■�

内
容
／
①
山
形
城
跡
発
掘
調
査
、

②
西
村
山
に
お
け
る
大
江
親
広

の
足
跡
を
検
証
す
る

８
月
28
日
(日)

■�

内
容
／
①
西
村
山
に
お
け
る
民

俗
学
的
課
題
、
②
江
戸
期
の
商

業
町
・
左
沢
の
姿

９
月
10
日
(土)

■�

内
容
／
①
山
形
県
文
化
財
保
護

「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市（
ま
ち
）さ
が
え

全
国
俳
句
大
会
」
特
選
・
秀
逸

第
54
回
寒
河
江
市
総
合
文
化
祭

自
由
作
品
展
へ
の
力
作
を
募
集
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
チ
ェ
リ
ー
ズ
」
会
員
募
集

「
山
形
の
歴
史
を
学
ぶ
」
受
講
者
募
集

８日㈪・２２日㈪❽月の休館日

これまでの作品の数々

麓神明社入り口の「秋葉山」 やまがたe申請

　今村翔吾が直木賞受賞作「塞王
の楯」に続いて送る、戦国ミステリー。真田信繁
がなぜ「幸村」と名乗るようになったのか、そし
て大坂の陣に関わった徳川家康、織田有楽斎、後
藤又兵衛、伊達政宗など東西の武将たちがそれぞ
れに「幸村を討て！」と叫ばざるを得なかった理
由とは？ さらに終章「真田の戦」で幸村の兄真田
信之が家康に語ったことにより、「大坂の陣」の真
相が明らかになってきて、うーんと唸りたくなる
ような一冊。

幸村を討て
今村翔吾・作

中央公論新社・発行

▽
秀
逸
／
渡
辺
結
優
葉
（
陵
東)

、

悪
七
な
ず
な
（
陵
西)

、
小
川
悠
太

（
陵
南
）

▽
奨
励
賞
／
陵
南
中

《
高
校
生
の
部
》

▽
秀
逸
／
佐
藤
琴
春
（
寒
河
江
）

［
敬
称
略
］

●�

申
込
／
９
月
２
日
(金)
ま
で
市
文

化
セ
ン
タ
ー
☎(

８
６)

５
１
１

１
へ
。

の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
、
②
幕
末

の
慈
恩
寺
領
吉
川
村
土
地
争
論

一
件

●
時
間
／
午
後
１
時
～
３
時
30
分

●
会
場
／
市
立
図
書
館

●
定
員
／
40
人

●
受
講
料
／
千
円
（
３
回
分
）

●�

申
込
／
西
村
山
地
域
史
研
究
会

事
務
局
・
大
宮
☎(

８
６)

８
２

３
１
へ
。

寒河江さくらんぼ大学「特別公開講演」
入場整理券配布のお知らせ

　俳優・紺野美沙子氏を講師に迎え、朗読と合わせ
て｢俳優・国連開発計画親善大使として見たこと感
じたこと」と題して講演をいただきます。寒河江さ
くらんぼ大学を受講していない方は入場券が必要です。
■日時／９月19日㈪午後２時～
■会場／市民文化会館
入場券の配布
　聴講を希望する方で、寒河江さ
くらんぼ大学を受講していない方
に、入場券を配布します。
■�時間／午前９時～午後５時（土・
日曜日、祝日を除く）

■�場所／文化センターおよび南部・西部地区公民館、
この木交流センター窓口

■配布枚数／300枚（１人３枚まで）
●問合せ／市文化センター☎86-5111へ。

1011 2022.8.5　市報さがえ2022.8.5　市報さがえ
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市
立
病
院
職
員
採
用
試
験

(

令
和
５
年
４
月
１
日
採
用
予
定)

看
護
師

■
試
験
日
時
／
10
月
23
日
(日)
午
前
８
時
40
分
～

■
採
用
人
数
／
若
干
人

■
合
格
発
表
／
11
月
上
旬
予
定

薬
剤
師

　
申
し
込
み
に
応
じ
、
随
時
、
試
験
を
行
い

ま
す
。

■
採
用
人
数
／
２
人

●�

受
験
資
格
／
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
で
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市
立
病
院
に
設

置
す
る
受
験
案
内
ま
た
は
市
立
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
試
験
会
場
／
市
立
病
院

●�

試
験
種
目
／
作
文
試
験
、
性
格
特
性
検
査
、

職
場
適
応
性
検
査
、
人
物
試
験
（
個
別
面

接)

、
適
性
検
査
（
看
護
師
の
み
）

●�

受
験
申
込
／
受
験
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

看
護
師
は
10
月
７
日
（金）
ま
で
、
薬
剤
師
は

随
時
、
市
立
病
院
事
務
室
へ
郵
送
（
〒
991-

8508

寒
河
江
市
大
字
寒
河
江
字
塩
水
80
番
地
）、

持
参
の
い
ず
れ
か
。
申
込
用
紙
は
市
立
病

金
婚
賀
詞
・
お
し
ど
り
金
婚
さ
ん

顕
彰
贈
呈
式

　
結
婚
50
年
を
お
祝
い
し
、
賀
詞
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

●
日
時
／
10
月
４
日
(火)
午
後
２
時
～

●
会
場
／
ホ
テ
ル
サ
ン
チ
ェ
リ
ー

●�

対
象
／
市
に
住
所
を
有
す
る
昭
和
47
年
に

結
婚
し
た
夫
婦

●
申
込
／
８
月
31
日
(水)
ま
で
市
高
齢
者
支
援

　
課
介
護
福
祉
係
☎(

８
５)

０
７
７
７
へ
。

後
期
高
齢
者

歯
周
疾
患
無
料
検
診

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
高

齢
期
に
お
け
る
健
康
を
維
持
し
食
べ
る
楽
し

み
を
い
つ
ま
で
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
歯
を

失
う
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
歯
周
疾
患

の
予
防
を
目
的
に
、
歯
周
疾
患
検
診
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
口
の
健
康
は
、
全
身

の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

●
期
間
／
８
月
１
日
(月)
～
12
月
31
日
(土)

●�

会
場
／
県
医
師
会
に
所
属
し
て
い
る
歯
科

医
院

●�

対
象
／
生
年
月
日
が
昭
和
21
年
４
月
１
日

～
昭
和
22
年
３
月
31
日
で
、
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
、
受
診
券

が
送
付
さ
れ
た
方
。

●�

申
込
方
法
／
受
診
の
予
約
時
に
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
歯
周
疾
患
検
診
で

あ
る
こ
と
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物
／
保
険
証
、
受
診
券
、
受
診
票

●�

そ
の
他
／
感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
な
ど
体

院
で
交
付
す
る
他
、
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
立
病
院
☎(

８
６)

２
１
０
１
へ
。

給
食
代
替
業
務
員
を
募
集

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●�

任
用
期
間
／
採
用
さ
れ
た
日
～
令
和
５
年

３
月
31
日
(金)

●�

勤
務
時
間
／
月
～
土
曜
日
の
午
前
９
時
～

午
後
３
時
ご
ろ
で
、
正
規
職
員
が
休
み
の

と
き
（
月
２
～
４
日
程
度
）

●�
就
業
場
所
／
市
立
保
育
所
、
市
立
小
・
中

学
校

●�
業
務
内
容
／
給
食
の
調
理
、
食
器
・
食
缶

等
の
洗
浄
、
配
膳
等

●
時
給
／
千
円

●�

応
募
方
法
／
履
歴
書
を
市
学
校
教
育
課
へ

持
参
（
書
類
選
考
後
、
面
接
）

●
問
合
せ
／
市
学
校
教
育
課
学
事
係

　
☎(

８
５)

１
５
２
７
へ
。

市
振
興
審
議
会
委
員
を
公
募

　
市
で
は
、
新
第
６
次
寒
河
江
市
振
興
計
画

を
策
定
し
、
人
口
減
少
対
策
な
ど
の
取
り
組

み
を
強
化
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
計
画
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
検
証
し
、
提
言
を
行
う
市
振

興
審
議
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

●
公
募
数
／
４
人
（
応
募
多
数
の
際
は
抽
選
）

●�

応
募
資
格
／
応
募
時
点
で
18
歳
以
上
70
歳

調
が
悪
い
場
合
は
、
体
調
が
落
ち
着
い
て

か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
業
課
☎(

８
４)

７
１
０
０
へ
。

狩
猟
免
許
更
新
に
係
る
適
正
検

査
お
よ
び
講
習

　
申
し
込
み
方
法
や
必
要
書
類
な
ど
、
詳
細

は
申
込
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
９
月
14
日
(水)
午
前
11
時
～
午
後
１
時

●
会
場
／
村
山
総
合
支
庁

●�

対
象
／
県
内
に
住
所
を
有
し
、
狩
猟
免
許

の
有
効
期
間
が
令
和
４
年
９
月
14
日
に
満

了
す
る
方

●�

申
込
／
受
験
日
の
10
日
前
ま
で
村
山
総
合

支
庁
環
境
課
☎
０
２
３(

６
２
１)

８
４
２

６
へ
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

庭
木
剪
定（
せ
ん
て
い
）講
習

　
剪
定
等
の
基
本
と
作
業
の
安
全
確
保
等
に

つ
い
て
、
必
要
な
知
識
・
技
術
を
学
び
ま
す
。

●�

日
時
／
８
月
23
日
(火)
～
25
日
(木)
の
午
前
９

時
～
午
後
４
時
（
初
日
は
午
前
10
時
～
）

●
会
場
／
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド

●�

定
員
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

し
就
業
を
希
望
す
る
方
15
人
（
会
員
も
申

し
込
み
可
）

●�

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
昼
食
、
飲
み
物
、

長
靴
、
作
業
着
、
軍
手
、
雨
具
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
、
剪
定
・
刈
込
は
さ
み
等

●�

申
込
／
８
月
12
日
(金)
ま
で
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎(

８
３)

３
２
２
４
へ
。

未
満
の
方
。
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
任
期
／
２
年

●�

応
募
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
８
月
22
日
(月)
午
後
５
時
ま
で
市
企

画
創
成
課
政
策
調
整
係
へ
郵
送
（
〒
991-

8601

寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号)

、
フ
ァ

ッ
ク
ス(

８
６)

７
２
２
０
、
電
子
メ
ー
ル

seisaku@city.sagae.yamagata.jp

、

電
子
申
請
、
持
参
の
い
ず
れ
か
。

●
問
合
せ
／
市
企
画
調
整
課
政
策
調
整
係

　
☎(

８
５)

１
４
１
３
へ
。

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進

会
議
委
員
を
公
募

　
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
実

施
状
況
や
見
直
し
に
つ
い
て
、
調
査
や
審
議

を
行
う
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
会
議

の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

●
公
募
数
／
３
人
（
応
募
多
数
の
際
は
抽
選
）

●�

応
募
資
格
／
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
で

18
歳
以
上
の
方
。
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
任
期
／
２
年

●�
応
募
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
８
月
26
日
(金)
ま
で
市
子
育
て
推
進

課
子
ど
も
支
援
係
へ
郵
送
（
〒
991-

0021
寒
河

江
市
中
央
２
丁
目
２
番
１
号)

、
電
子
メ
ー

ルkosodate@city.sagae.yamagata.jp

、

電
子
申
請
、
持
参
の
い
ず
れ
か
。

●�

問
合
せ
／
市
子
育
て
推
進
課
子
ど
も
支
援

係
☎(

８
５)

０
９
０
７
へ
。

ア
ス
ポ
ー
ト
さ
が
え

　
ゴ
ル
フ
教
室（
後
期
）

●�

日
時
／
８
月
27
日
～
10
月
29
日
の
毎
週
土

曜
日
、
全
10
回
、
①
午
後
５
時
～
６
時
30

分
、
②
午
後
６
時
30
分
～
８
時

●
会
場
／
サ
ガ
エ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

●
定
員
／
高
校
生
以
上
の
市
民
20
人

●�

参
加
費
／
１
万
６
５
０
０
円
、
ア
ス
ポ
ー

ト
さ
が
え
会
員
１
万
４
５
０
０
円
。
コ
ー

ス
に
出
る
場
合
は
、
別
途
料
金
が
必
要
。

●�

持
ち
物
／
ゴ
ル
フ
シ
ュ
ー
ズ
（
運
動
靴
も

可)

、
ゴ
ル
フ
用
手
袋

●�

申
込
／
８
月
20
日
(土)
ま
で
、
市
民
体
育
館

☎(

８
６)

５
１
１
３
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

押
し
花
＆
レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
作
品
展

●�

日
時
／
８
月
20
日
(土)
～
26
日
(金)
の
午
前
10

時
～
午
後
５
時

●
会
場
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

●�

問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

イ
ベ
ン
ト
情
報

フ
ァ
ミ
サ
ポ
健
康
講
座

■
日
時
／
８
月
18
日
(木)
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■�

定
員
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
の
会
員
10
人
、
要
申
込

親
子
交
通
安
全
教
室

■
日
時
／
８
月
31
日
(水)
午
前
10
時
30
分
～
11
時

■
定
員
／
未
就
学
児
と
保
護
者
10
組

お
知

ら
せ

 

総
務
省
統
計
局
の
家
計
調
査

　
国
民
生
活
の
実
態
を
家
計
収
支
の
面
か
ら

明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。
調
査
世
帯
は
、

無
作
為
抽
出
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
す
。
調
査

員
が
ご
自
宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●�

調
査
地
区
／
大
字
寒
河
江
字
内
の
袋
、
大

字
寒
河
江
字
小
和
田
、
大
字
寒
河
江
甲
（
準

備
調
査
は
令
和
４
年
９
月
中
、
本
調
査
は

１１
月
か
ら
１
年
間
）

●
問
合
せ
／
県
統
計
企
画
課
生
活
統
計
担
当

　
☎
０
２
３(

６
３
０)

２
１
８
７
へ
。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座

　
食
事
の
不
適
切
な
摂
取
な
ど
に
よ
り
、
生

活
習
慣
病
に
な
る
方
が
、
近
年
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
食
生
活
改
善
推
進
員
「
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
」
の
養
成
講
座
を
受
講
し
て
、

健
康
的
な
食
生
活
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

●�

日
時
／
９
月
６
日
(火)
・
28
日
(水)
、
10
月
28

日
(金)
、
11
月
14
日
(月)
、
12
月
12
日
(月)
、
令

和
５
年
１
月
20
日
(金)
、
全
６
回
、
午
前
10

時
～
午
後
３
時
（
初
回
は
午
後
１
時
15
分
～
）

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●�

対
象
／
健
康
生
活
に
興
味
の
あ
る
市
民
で
、

受
講
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で

き
る
方
20
人

●
参
加
費
／
１
２
０
０
円(

テ
キ
ス
ト
代
含
む)

●�

申
込
／
８
月
26
日
㈮
ま
で
市
健
康
福
祉
課

市
民
健
康
係
☎(

８
５)

０
９
７
３
へ
。

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●�

問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

３
２
２
５
へ
。　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
㏌
フ
ロ
ー
ラ

●�

日
時
／
８
月
13
日
(土)
午
前
10
時
～
午
後
２

時
30
分

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
１
階

●�

内
容
／
雑
貨
、
骨
と
う
品
等
の
展
示
即
売

●�

問
合
せ
／
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
・

半
澤
さ
ん
☎(

８
５)

１
４
９
９
へ

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ　
第
298
・
299
回
公
演

真
実
の
物
語
「
氷
雪
の
門
」
上
映

　
樺
太
で
乙
女
た
ち
を
襲
っ
た
悲
劇
。
終
戦

後
も
続
い
た
ソ
連
軍
の
侵
攻
の
中
、
真
岡
郵

便
局
の
電
話
交
換
手
９
人
は
鳴
り
止
ま
な
い

電
話
を
つ
な
ぐ
た
め
最
後
ま
で
留
ま
る
。
戦

争
と
平
和
を
考
え
る
名
作
。
二
木
て
る
み
、

岡
田
可
愛
、
南
田
洋
子
出
演
。

■
日
時
／
８
月
14
日
(日)
午
後
２
時
～
４
時

■
提
供
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
帽
志

ギ
タ
ー
、
歌
謡
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
８
月
21
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
40
分

■�

出
演
／
鈴
木
文
夫
、
藤
あ
や
め
歌
謡
サ
ー

ク
ル

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
定
員
／
60
人

●�

問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８)

３
９

９
０
へ
。

新型コロナウイルスの影響により、
掲載の催しなどが中止・変更になる
場合があります。
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SAGAE CITY INFORMATION お知らせ

８月の行事予定

■次号の市報８月20日号は、８月19日㈮に発行します。

　問い合わせいただいた方に、各提供者等の連絡
先をお伝えしますので、直接交渉してください。
■�あげます／紙オムツ、介護用風呂手すり、ポー
タブルトイレ、オイルヒーター、足裏マッサー
ジ機、扇風機、足踏み健康器具、ガス湯沸かし
器、マッサージチェア、洗濯機、電子レンジ、

　テーブル、折りたたみ座卓、茶だんす、飾り棚、
　�本棚、和だんす、洋服だんす、パイプハンガー
（シングル)、鏡台、スチームアイロン

■�譲ります（有償)／介護用ベッド（電動式)、パ
イプハンガー（ダブル)、オイルヒーター、電
気ストーブ、電動シニアカー

■譲って／猫飼養用品

ふれあいゆずりあいコーナー
（７月27日現在）

■あげます／自転車、ランニングバイク
■�譲ります（有償)／自転車、ヘルメット、男子学
生服（県立東桜学館）

●問合せ／市市民生活課地球温暖化対策室
　☎85-1914へ。

＝子育てゆずりあいコーナー＝

5㈮
なか保育所みいずみ分園、たかまつ保育所、南部
ひまわりこども園園庭開放／パパママスクールゆ
ったり妊娠編／結核検診

6㈯
7㈰ さがえ図書館まつり2022夏まつり／休日当番医（に

とう小児科医院)／証明書交付窓口開庁（午前）

8㈪ 市立図書館休館日

9㈫ こころの健康相談／助産師個別授乳相談／南部・
柴橋・西部公民館休館日

10㈬ レディース検診／１歳６カ月健診

11㈭ 休日当番医（山﨑医院）／市民浴場休場日

12㈮
13㈯

14㈰
はたちの式典／休日当番医（横山耳鼻咽喉科医院)／
証明書交付窓口開庁（午前)／ハートフルセンター
休館日

15㈪
16㈫ 法律相談

17㈬ レディース検診／９～10カ月児健診／フローラ・
ＳＡＧＡＥ休館日

18㈭ 一般相談・登記相談・行政相談／健康相談

19㈮ ２歳６カ月児ピカピカ歯科検診

20㈯ 市ドック

21㈰ 休日当番医（陵南眼科クリニック)／証明書交付窓
口開庁（午前）

22㈪ 市ドック／市立図書館、市民体育館、市民プール、
チェリーナさがえ休館日

23㈫ 不登校・ひきこもり相談／助産師個別育児相談／
産後おしゃべりサロン／中央公民館休館日

24㈬
ゆめはーと寒河江「８月生まれのお誕生会｣／水道
料金・下水道浄化槽使用料（６・７月分）口座振
替日／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

25㈭ ゆめはーと寒河江「体重測定の日｣／市長相談／健
康相談／３～４カ月児健診

26㈮ 保健師個別育児相談／市ドック

27㈯ サガエ３×３（バスケットボール）

28㈰ 休日当番医（渡辺外科胃腸科医院)／証明書交付窓
口開庁（午前）

29㈪
30㈫

31㈬
ゆめはーと寒河江「親子交通安全教室｣／市県民税
(２期)、国民健康保険税（２期)、介護保険料（２期)
後期高齢者医療保険料（２期）納期限／水道料金・
下水道浄化槽使用料（６・７月分）納期限／公共
下水道事業受益者負担金・分担金（１期）納期限

9/1㈭ ゆめはーと寒河江「おはなし会｣／法律相談／健康
相談／レディース検診

2㈮ 妊娠期の母乳ミルク準備講座

3㈯ 市ドック

4㈰ 休日当番医（南さがえ病院)／証明書交付窓口開庁
(午前）

　市ホームページに掲載されている新着情報やイ
ベント等のお知らせ、町会ごとの各種ごみ収集日、
健（検）診予定日が、スマートフォンに自動でお
知らせ（プッシュ通知）され手軽に閲覧できます。
スマートフォンのアプリストアで「寒河江ぽけっ
とナビ」と検索し、インストールしてください。
●問合せ／市企画創成課広報広聴係☎85-1431へ。

スマートフォン向け市公式アプリ
「寒河江ぽけっとナビ」を活用しよう

　ご家族がうつ病で治療中の方を対象に家族教室
を開催します。
●日時／８月26日㈮午後２時～４時
●会場／村山総合支庁（山形市）
●内容／講話「うつ病の正しい理解と対応」
●申込／８月19日㈮まで村山保健所保健企画課
　☎023-627-1184へ。

うつ病家族教室

　市民の健康増進と癒やし、集える場
として長らく愛されてきた市民浴場が、
新市民浴場として移転を予定しており、
来年春のオープンに向け建設が始まり
ました。新市民浴場は、これまでの場
所から南東側の最上川沿いに移転し、
浴室男女各１カ所、浴槽３タイプ（高
温浴槽、中温浴槽、水風呂）、サウナ室、
家族風呂２カ所などを設置します。
　市民の健康増進とともに、最上川周
辺のスポーツ施設利用者に利便性を提
供する施設として、また、市民と観光
客の交流拠点として、地域の魅力を発
信し元気や活力を創出するために整備
します。

新市民浴場の愛称を募集
　多くの方に親しみを持って利用してもらえるように、新市民浴場の愛称を募集します。応募方法など、
詳細は応募用紙をご覧ください。応募用紙は市民浴場、市役所２階総合案内、ハートフルセンター、文化
センター、各地区公民館に設置する他、市ホームページからダウンロードもできます。
●�募集内容／①新市民浴場としてふさわしく、子どもから年配の方まで親しみやすい、②施設全体のコン
セプトや特徴をイメージできる、③応募者自身が創作した未発表のもので第三者の著作権や商標権等の
権利を侵害していない、④他の愛称と同一または類似していない愛称

●申込／９月30日㈮まで市財政課施設マネジメント推進室☎85-1393へ。

慈
恩
寺
テ
ラ
ス
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

チ
ェ
リ
ン
か
ら
の
挑
戦
状

　
慈
恩
寺
テ
ラ
ス
に
隠
さ
れ
て
い
る
ク
イ
ズ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
慈
恩
寺
の
謎
を
解
き

明
か
そ
う
。
他
に
も
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
詳
細
は
、
慈

恩
寺
テ
ラ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

期
間
／
８
月
21
日
(日)
ま
で
（
８
月
９
日
(火)

は
休
館
）

●�

問
合
せ
／
慈
恩
寺
テ
ラ
ス(

８
４)

６
８
１

１
へ
。

児
童
養
護
施
設

寒
河
江
学
園
職
員
募
集

　
選
考
は
、
随
時
行
い
ま
す
。
待
遇
や
勤
務

形
態
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●�

採
用
区
分
／
保
育
士
、
児
童
指
導
員
、
各

若
干
人

●�

応
募
資
格
／
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、
教

員
等
の
免
許
を
有
す
る
方

●�

そ
の
他
／
事
前
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば

施
設
を
ご
案
内
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
児
童
養
護
施
設
寒
河
江
学
園

　
☎(

８
４)

２
８
５
３
へ
。

赤
十
字
社
山
形
県
支
部

職
員
採
用
試
験

　
募
集
要
項
は
、
山
形
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
試
験
区
分
／
看
護
師
、
若
干
人

●�

受
験
資
格
／
生
年
月
日
が
昭
和
57
年
４
月

２
日
以
降
の
方
で
看
護
師
の
資
格
を
有
す

る
方
ま
た
は
令
和
５
年
４
月
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
方

●�

試
験
日
時
／[

１
次
試
験
］
10
月
16
日
(日)
午

前
９
時
～
、[

２
次
試
験
］
１
次
試
験
合
格

者
を
対
象
に
11
月
中
旬
を
予
定

●�

試
験
会
場
／
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部

(

山
形
市)

●�

受
験
申
込
／
９
月
15
日
(木)
ま
で
申
込
様
式

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
山
形
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
総
務
課
へ
郵
送
（
〒
990-

0023

山
形
市
松
波
１
丁
目
18
番
10
号)

、
持
参

の
い
ず
れ
か
。
様
式
は
山
形
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
山
形
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

総
務
課
☎
０
２
３(

６
２
２)

５
３
０
１
へ
。

求
職
者
に
対
す
る
職
業
訓
練

10
月
生
募
集

　
新
た
な
職
業
に
就
く
た
め
に
必
要
な
専
門

知
識
・
技
能
を
学
ぶ
た
め
の
公
共
職
業
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
９
月
14
日
(水)
正
午
ま
で
、

県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
募
集
科
／
溶
接
施
工
科

●�

定
員
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て

い
る
方
15
人

●�

訓
練
期
間
／
10
月
４
日
(火)
～
令
和
５
年
３

月
30
日
(木)

●�

問
合
せ
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
形
☎
０

２
３(

６
８
６)

２
０
１
６
へ
。

寒河江市新市民浴場の建設が始まりました

、

　生活全般に関する悩みや困り
ごとの相談を行います。家庭、
借金、法律、コロナ関連、気が
かりなど何でもご相談ください。
●�日時／８月18日㈭・19日㈮の

午前10時～午後４時
●相談／生活あんしんネットやまがた
　☎0120-396-029へ。

高齢者のための
生活なんでも相談ダイヤル
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本
市
の
初
夏
の
味
覚
サ
ク
ラ
ン
ボ

を
子
ど
も
た
ち
に
味
わ
っ
て
も
ら
お

う
と
、
さ
が
え
西
村
山
農
業
協
同
組

合
農
政
対
策
協
議
会
か
ら
、
市
内
９

校
の
小
学
校
に
紅
秀
峰
が
贈
呈
さ
れ
、

給
食
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
同
協
議

会
で
は
、
地
元
の
食
材
を
通
し
て
、

食
へ
の
関
心
や
食
を
支
え
る
農
業
の

役
割
な
ど
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
に

考
え
て
ほ
し
い
と
、
毎
年
贈
呈
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
６
月
29
日
、

市
内
の
小
学
校
を
代
表
し
、
西
根
小

学
校
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
糖
度
も
高
く
大
粒
で
食
べ
応
え
が

あ
る
紅
秀
峰
。
子
ど
も
た
ち
は
、
真

っ
赤
に
色
づ
い
た
紅
秀
峰
を
口
い
っ

ぱ
い
に
頬
張
り
、
満
面
の
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

す
ぽ
っ
と
チ
ャ
ン
ネ
ル

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー 

さ
く
ら
ん
ぼ
特
派
員

Twitterでも特派員が情報配信中　https://twitter.com/sagae_tokuhain

　寒河江市観光ガイドアプリ「ぐるぐ

るさがえ」を使用すると、ＡＲ（拡張

現実）のフォトフレームで楽しい写真

を撮ったり、俳優・渡辺えりさんの山

形弁による慈恩寺の音声ガイドを聞い

たりできます。ぜひダウンロードして、

楽しんでみてください。�( 北條幸子)

　サクランボの時期に走る列車・さくらんぼ風っこ号は、毎年すぐ満席になるほどの大盛況だそうです。さくらんぼ風っこ号が走るＪＲ左沢線は、大正10年12月に寒河江駅までが開通し、今でも私たちの交通に欠かせないものになっていますね。�( 佐藤真由美)

ご利用ください！
市公式アプリ
寒河江ぽけっとナビ

Twitter
市公式アカウント

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

　
こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

市
報
さ
が
え
　
2022．8．5　

N
o.1796

■
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　６月12日に開催されたツール・ド・さくらんぼ。コロナ禍で明るいニュースが少なかった中で、お笑いトリオ・安田大サーカスの団長安田さんがゲスト参戦しての大きなイベントでした。参加された方々の表情が、とても晴れやかに感じました。� (中島弘人)

　寒河江八幡宮で、茅（ち）の輪くぐ

りが行われていました。チガヤという

草で編んだ輪を決まった順番でくぐり、

心身の清浄を願うそうです。私も、災

害や病気など無いように参加してきま

した。暑い日が続きますので、体調に

気を付けましょう。� (五十嵐勝)
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　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感じた市内の観光やグルメ、
日常の風景などを自ら取材し、地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。
　皆さんの所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。


